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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 5,593 5.2 444 30.3 443 22.8 256 23.8

2026年３月期中間期 5,319 24.5 341 11.3 360 △1.3 206 4.5

（注）包括利益 2027年３月期中間期 254百万円（23.5％） 2026年３月期中間期 206百万円（4.2％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 44.61 44.44

2026年３月期中間期 36.32 36.10

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 6,144 3,004 48.9

2026年３月期 6,029 2,811 46.6

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 3,004百万円 2026年３月期 2,811百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 14.00 － 15.00 29.00

2027年３月期 － 16.00

2027年３月期（予想） － 17.00 33.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 10.3 800 6.5 804 3.6 505 4.8 88.28

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 5,944,020株 2026年３月期 5,941,140株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 188,560株 2026年３月期 216,060株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 5,740,875株 2026年３月期中間期 5,696,450株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３の「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や政府の経済対策等を背景に、景気は緩や 

かな回復基調で推移しました。一方、物価上昇の継続による個人消費への影響に加え、中東情勢を背景としたエ 

ネルギー価格の動向や金融資本市場の変動など、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループが属する情報サービス産業においては、生成AIをはじめとするデジタル技術の進展・普及を背景

に、企業による業務効率化や生産性向上に向けたIT投資は堅調に推移しております。これに伴い、デジタル・トラ

ンスフォーメーション（DX）の推進、クラウドサービスの導入、生成AI等の先進技術の活用及びサイバーセキュリ

ティ対策の強化に対する需要は、引き続き高い水準で推移しております。

このような環境の中、当社グループでは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の各分野にお

いて事業を推進するとともに、グループシナジーの強化に取り組みました。インフラ・セキュリティサービス事業

の伸長に加え、単価改善、高採算案件の継続及び外注費の適正化により収益性が向上し、業績は堅調に推移いたし

ました。

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は5,593,744千円（前年同期比5.2％増）となりました。損益 

面では、増収効果や収益性向上等により、営業利益は444,922千円（同30.3％増）、経常利益は443,268千円（同

22.8％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は256,090千円（同23.8％増）となりました。

なお、当社グループは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の単一セグメントであるた 

め、セグメント別の記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当中間連結会計期間末の流動資産は4,190,244千円であり、前連結会計年度末に比べ172,110千円増加しまし 

た。主な要因は、現金及び預金が237,734千円、仕掛品が9,574千円増加した一方、受取手形、売掛金及び契約資産

が68,838千円減少したことや、貸倒引当金が11,640千円増加したことによるものであります。

当中間連結会計期間末の固定資産は1,953,827千円であり、前連結会計年度末に比べ57,504千円減少しました。

主な要因は、保険積立金が8,250千円、繰延税金資産が16,218千円増加した一方、有形固定資産が12,195千円、の

れんが68,234千円減少したことによるものであります。

（負債の部）

当中間連結会計期間末の流動負債は1,878,809千円であり、前連結会計年度末に比べ18,472千円増加しました。

主な要因は、未払法人税等が21,714千円、賞与引当金が69,816千円増加した一方、未払金が57,136千円、未払消費

税等が20,695千円減少したことによるものであります。

当中間連結会計期間末の固定負債は1,260,782千円であり、前連結会計年度末に比べ96,503千円減少しました。

主な要因は、退職給付に係る負債が15,660千円増加した一方、長期借入金が85,716千円減少したことによるもので

あります。

（純資産の部）

当中間連結会計期間末の純資産は3,004,478千円であり、前連結会計年度末に比べ192,637千円増加しました。 

主な要因は、利益剰余金が170,214千円増加した一方、自己株式が17,178千円減少したことによるものでありま 

す。この結果、自己資本比率は48.9％（前連結会計年度末は46.6％）となっております。
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②　キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 

237,734千円増加し、2,708,555千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は431,278千円（前年同期は217,835千円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前中間純利益443,268千円、減価償却費22,126千円、のれん償却額68,234千円、賞与引当金の増加69,816

千円、売上債権の減少68,838千円等があった一方、株主優待引当金の減少12,429千円、棚卸資産の増加10,527千

円、法人税等の支払額180,251千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は20,127千円（前年同期は354,079千円の使用）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出5,441千円、敷金及び保証金の差入による支出6,604千円、保険積立金の積立による支

出8,827千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は173,415千円（前年同期は161,669千円の支出）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出85,716千円、配当金の支払額85,876千円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績につきましては、2026年５月14日付の「2026年３月期決算短信」で公表いたしました通

期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,470,820 2,708,555

受取手形、売掛金及び契約資産 1,454,772 1,385,934

商品 3,177 4,164

仕掛品 2,960 12,534

その他 86,402 90,695

貸倒引当金 － △11,640

流動資産合計 4,018,133 4,190,244

固定資産

有形固定資産 155,375 143,179

無形固定資産

のれん 848,826 780,591

その他 22,755 17,728

無形固定資産合計 871,581 798,319

投資その他の資産 984,373 1,012,327

固定資産合計 2,011,331 1,953,827

資産合計 6,029,464 6,144,071

負債の部

流動負債

買掛金 366,013 365,879

短期借入金 300,000 300,000

１年内返済予定の長期借入金 171,432 171,432

リース債務 1,364 1,139

未払法人税等 183,938 205,652

賞与引当金 203,380 273,197

役員賞与引当金 4,500 －

株主優待引当金 12,429 －

その他 617,278 561,509

流動負債合計 1,860,337 1,878,809

固定負債

長期借入金 964,272 878,556

リース債務 456 －

退職給付に係る負債 358,564 374,224

その他 33,993 8,001

固定負債合計 1,357,286 1,260,782

負債合計 3,217,623 3,139,592

純資産の部

株主資本

資本金 508,374 508,523

資本剰余金 373,136 379,672

利益剰余金 2,050,585 2,220,800

自己株式 △132,395 △115,217

株主資本合計 2,799,701 2,993,778

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 12,140 10,700

その他の包括利益累計額合計 12,140 10,700

純資産合計 2,811,841 3,004,478

負債純資産合計 6,029,464 6,144,071

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 5,319,308 5,593,744

売上原価 4,187,754 4,298,386

売上総利益 1,131,554 1,295,357

販売費及び一般管理費

給料及び手当 222,203 218,342

賞与及び賞与引当金繰入額 43,432 47,711

退職給付費用 3,284 3,264

貸倒引当金繰入額 － 11,640

その他 521,131 569,476

販売費及び一般管理費合計 790,051 850,435

営業利益 341,502 444,922

営業外収益

受取利息及び配当金 2,017 5,704

助成金収入 14,768 5,562

受取保険金 12,296 －

その他 2,159 1,047

営業外収益合計 31,242 12,313

営業外費用

支払利息 10,346 12,389

支払手数料 1,156 989

その他 266 588

営業外費用合計 11,769 13,967

経常利益 360,975 443,268

税金等調整前中間純利益 360,975 443,268

法人税、住民税及び事業税 167,297 202,602

法人税等調整額 △13,191 △15,425

法人税等合計 154,106 187,177

中間純利益 206,868 256,090

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 206,868 256,090

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 206,868 256,090

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 △726 △1,439

その他の包括利益合計 △726 △1,439

中間包括利益 206,142 254,650

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 206,142 254,650

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 360,975 443,268

減価償却費 19,641 22,126

のれん償却額 68,234 68,234

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 11,640

賞与引当金の増減額（△は減少） 64,425 69,816

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △4,500

株主優待引当金の増減額（△は減少） － △12,429

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,071 13,427

受取利息及び受取配当金 △2,017 △5,704

支払利息 10,346 12,389

支払手数料 1,156 989

助成金収入 △14,768 △5,562

売上債権の増減額（△は増加） △34,640 68,838

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,392 △10,527

仕入債務の増減額（△は減少） △23,947 △134

その他 △91,157 △58,564

小計 359,928 613,308

利息及び配当金の受取額 1,904 5,174

利息の支払額 △10,292 △12,514

法人税等の還付額 52 －

法人税等の支払額 △148,527 △180,251

その他 14,768 5,562

営業活動によるキャッシュ・フロー 217,835 431,278

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △29,933 △5,441

無形固定資産の取得による支出 △2,570 △218

敷金及び保証金の差入による支出 △1,728 △6,604

保険積立金の解約による収入 3,809 963

保険積立金の積立による支出 △14,053 △8,827

投資有価証券の取得による支出 △10,000 －

その他 396 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △354,079 △20,127

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △85,716 △85,716

配当金の支払額 △73,834 △85,876

その他 △2,119 △1,823

財務活動によるキャッシュ・フロー △161,669 △173,415

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △297,913 237,734

現金及び現金同等物の期首残高 2,207,245 2,470,820

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,909,331 2,708,555

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

当座貸越極度額及び

貸出コミットメントラインの総額
1,000,000千円 600,000千円

借入実行残高 300,000 300,000

差引額 700,000 300,000

（中間連結貸借対照表に関する注記）

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約及び貸出コミットメント

ライン契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

前中間連結会計期間

（自  2025年４月１日

至  2025年９月30日）

当中間連結会計期間

（自  2026年４月１日

至  2026年９月30日）

現金及び預金勘定 2,209,331千円 2,708,555千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △300,000 －

現金及び現金同等物 1,909,331 2,708,555

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

当社グループは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

当社グループは、システム開発及びインフラ・セキュリティサービス事業の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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